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校
友
組
織
の
強
化
と
母
校
立
命
館
の
斧
展
に
寄
せ
て

立
命
館
大
学
親
友
会
合
長
　
大
庫
　
典
埠

（
昭
和
二
十
四
年
卒
）

機
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
し
　
平

素
は
、
本
会
の
運
営
や
諸
活
動
に
対
し
、

何
か
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す

母
校
・
立
命
館
大
学
で
は
一
九
九
円
隼

の
B
K
C
へ
の
理
工
学
部
拡
充
移
転
を
一

つ
の
節
目
に
し
て
発
展
の
」
遠
を
辿
り
、

現
在
は
理
t
学
部
お
よ
び
情
報
理
工
学
部

の
理
工
系
2
学
部
を
含
め
、
9
学
部
三
万

六
r
名
の
学
生
を
擁
す
る
全
国
有
数
の
総

合
大
学
に
発
展
し
、
ま
さ
に
私
学
の
雄
と

し
て
研
究
・
教
育
の
両
面
で
確
か
な
実
績

を
蓄
稽
し
て
お
り
ま
す
8
　
ま
た
、
平
成
十

九
年
四
月
に
は
衣
笠
学
舎
に
映
像
学
部
が

設
置
さ
れ
、
翌
二
十
年
凶
月
に
は
B
K
C

に
薬
学
部
・
生
命
科
学
部
の
2
学
部
新
設

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
圭
す
　
こ
の
よ

う
な
倖
校
の
発
展
と
鵬
著
な
実
績
の
数
々

に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
で

広
く
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
校
友
と
し
て
大

変
喜
ば
し
く
、
お
互
い
に
こ
の
喜
び
を
共

有
し
な
が
ら
、
更
な
る
発
展
に
向
け
て
母

校
へ
の
支
援
の
輪
を
拡
げ
た
く
存
じ
ま
す
¢

ご
存
知
の
と
お
り
、
理
工
学
部
の
機
械

シ
ス
テ
ム
系
学
科
は
　
「
機
械
t
学
科
」
、

「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
」
、
「
マ
イ
ク
ロ

機
械
シ
ス
テ
ム
上
学
科
」
　
の
二
学
科
体
制

に
な
っ
て
お
り
、
機
友
会
に
つ
い
て
も
こ

の
三
学
科
の
作
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
ら
　
教
員
数
も
機
械

工
学
科
だ
け
の
時
代
に
比
較
し
て
機
械
シ

ス
テ
ム
学
系
全
体
で
三
十
五
名
に
な
っ
て

お
り
、
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
（
前
号
第
十
号
）

を
通
じ
て
、
全
教
員
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
た
し
た
・

な
お
、
現
在
、
本
学
先
端
材
料
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
て
　
「
災
害
救
援

軽
量
航
空
機
開
発
」
　
プ
占
ジ
エ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
開
催
の
総
会
で
こ

れ
を
機
友
会
支
援
．
7
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
し
て

支
援
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
．
り
　
機
械

1
二
学
科
の
酒
井
教
授
を
代
表
と
し
て
本
企

画
が
推
進
さ
れ
、
す
で
に
軽
量
航
空
機
の

試
作
機
が
完
成
間
近
と
な
っ
て
お
り
、
試

験
飛
行
の
日
も
遠
く
な
い
で
L
L
う
仁
　
去

る
卜
二
月
二
十
五
日
に
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ア
東
大
阪
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

開
設
記
念
セ
ミ
ナ
ー
が
盛
会
裡
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
★
　
本
学
ホ
ー
ム
へ
ー
ジ
中
の
機

友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
セ
ミ
ナ
ー
に

関
す
る
写
頁
入
り
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
も

機
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
・
維
持
・

管
理
に
つ
い
て
は
、
高
木
守
副
会
長
を
中

心
に
し
て
、
役
員
各
位
・
事
務
局
関
係
各

位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
、

こ
こ
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
u

そ
れ
で
は
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
苛
展
を

お
祈
り
申
し
卜
げ
、
巻
頭
の
ご
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
い

史
郎
だ
よ
り

滋
習
え
部
だ
よ
り

史
郎
長
　
尾
本
　
守

滋
賀
支
部
第
八
回
総
会
は
平
成
巨
八
隼

十
月
二
十
二
日
、
本
学
び
わ
二
・
く
さ
つ

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
、
り
　
来
賓
に
は
、
前
総
長

大
南
正
瑛
先
生
、
総
長
顧
問
　
川
中
遺
し

先
生
、
機
友
会
会
長
　
大
鹿
典
雄
氏
、
岩

清
水
幸
夫
教
授
を
お
迎
え
し
て
総
勢
。
．
卜

名
に
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
し

総
会
第
二
郁
代
、
来
賓
の
大
南
先
生
、

大
麻
会
長
の
ご
挨
拶
、
藤
谷
支
部
長
の
ご

挨
拶
か
ら
事
業
報
告
、
会
計
・
監
査
報
告
、

役
員
示
二
部
改
選
等
に
つ
い
て
全
て
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
▼
七

第
二
部
は
、
も
の
づ
く
り
理
t
学
研
究

室
上
学
博
上
の
田
中
武
司
先
生
よ
り
　
「
も

の
づ
了
、
り
の
た
め
の
先
端
加
工
用
仁
具
の

最
新
動
向
な
ら
び
に
中
岡
事
情
」
　
と
越
し

た
基
調
講
演
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
∵
　
前

半
は
川
中
先
生
の
研
究
成
果
と
し
て
生
魔

性
を
向
上
さ
せ
る
工
具
材
料
の
焼
結
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
、
窒
化
ホ
ウ
素
焼
結
体
、
セ
ラ

ミ
ク
ス
、
超
硬
合
金
な
ど
実
用
血
で
の
解

説
と
評
価
に
つ
い
て
、
後
半
は
、
田
中
先

生
、
最
近
、
中
国
の
現
地
調
査
か
ら
経
済

発
展
の
目
覚
し
い
機
械
技
術
評
価
に
つ
い

て
日
本
と
比
較
さ
れ
な
が
ら
現
状
を
ご
説

明
い
た
だ
き
圭
し
た
㌔
　
会
員
に
は
講
演
の

み
拝
聴
さ
れ
た
万
も
多
く
斬
新
な
情
報
に

聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
j

第
．
．
．
部
は
、
学
内
　
「
ラ
ホ
ー
ズ
」
　
に
お

い
て
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
‥
来

賓
代
表
と
し
て
国
中
遺
し
先
生
ご
挨
拶
と

乾
杯
の
発
声
に
よ
り
関
宮
、
会
員
柑
年
の

近
況
や
学
生
時
代
の
懐
か
し
い
話
な
ど
時

間
の
経
過
を
忘
れ
さ
せ
る
寛
い
だ
雰
囲
気

の
う
ち
に
校
歌
合
唱
・
万
歳
に
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
1
し

「
び
わ
こ
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
　
第
L
日
ソ

を
平
成
十
七
年
十
二
月
に
碓
行
い
た
し
ま

し
た本

号
は
機
友
会
滋
賀
支
部
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
二
年
毎
に
約
百
三
十
部
発
行
し
て
お

り
ま
す
f
　
第
L
号
は
全
八
へ
ー
ジ
、
機
友

会
滋
賀
支
部
第
七
回
総
会
の
報
告
と
出
席

者
記
念
写
秦
、
支
部
長
挨
拶
、
活
動
状
況

と
し
て
親
睦
旅
行
と
t
場
見
学
内
容
、
役

員
会
の
報
告
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

前
田
教
授
に
お
願
い
し
て
　
「
タ
ス
ク
ゲ
イ

レ
ク
テ
ッ
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
～
も
つ
と
役

に
立
つ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を
目
指
し
て
～
」

と
越
し
て
研
究
報
告
を
ご
寄
稿
噴
き
ま
し

た
、
こ
れ
托
当
機
友
会
第
L
回
総
会
に
て
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「－　∩†「　P
l

ご
講
演
頂
い
た
内
容
を
要
約
さ
れ
十
㌧
ナ
・
■
け

ご
も
り
た
す
　
予
示
他
、
平
成
卜
L
隼
に

符
緋
刷
に
掲
赦
さ
れ
た
本
学
か
記
車
か
扶

粋
、
〓
正
し
い
徒
展
を
続
け
て
お
∴
れ
る

卜

へ

・

．

）

　

■

一

．

．

＼

r

・

■

　

J

・

「

　

い

左
上
∵
症
・
了
こ
、
∴
キ
ヤ
ン
∴
二
二
瑚
介
特
製

し
「
予
、
耕
詔
か
学
部
や
首
研
究
セ
ン
ツ
ー

ヒ
ン
ト
ラ
ル
ア
ー
夕
　
へ
圭
辛
牛
対
象
コ
ミ

ユ
ニ
う
ー
，
ン
」
、
ノ
〃
∵
予
示
J
㌦
リ
ー
ソ
ン
施

l

一

才

　

　

1

．

　

一

　

・

、

′

　

－

設
）
、
イ
ン
キ
ユ
∴
－
シ
施
設
　
（
大
学
連

携
型
起
業
宜
育
成
）
、
名
神
高
速
道

草
津
肛
ト
1
し
直
開
設
美
学
に
陣
接
し

た
イ
ン
タ
ー
チ
※
ン
ジ
で
車
両
ア
ク
セ
ス

が
大
変
便
拙
∵
↑
捏
∴
∵
た
二
一
、
千
ホ
ッ
ク

立
命
り
」
1
　
（
ラ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
、
二
　
な
ど

キ
ヤ
ン
ハ
ス
亜
び
に
周
辺
か
大
き
な
変
貌

を
掲
載
し
ま
し
た

当
支
許
活
動
は
、
本
学
か
機
械
上
学
科
、

〓
ポ
言
∴
1
ク
て
㌶
丁
科
、
∵
イ
ク
日
、
ン
ス
テ

ム
L
学
科
直
先
牛
万
に
ご
教
示
、
ご
指
導

頂
い
て
お
り
長
与
こ
し
二
浪
に
あ
り
が
と
■
り

汀
∵
し
∵
、
耳
目
．
f
T

ご
ざ
い
ま
す
　
末
筆
む
が
l
皇
　
二
両
紙
面

を
侶
り
て
H
r
二
御
礼
申
し
ト
デ
巨
巨－

北
性
信
越
も
印
第
八
団
総
会
を
開
催

身
へ
印
長

庶
務
幹
事

塩
澤
　
和
事

服
坪
　
修
法

機
友
余
北
陸
信
越
友
部
は
平
成
川
牛
車
圧

日
に
設
立
総
余
を
開
催
し
て
H
来
溝
巨
川

l

隼
が
経
過
し
、
辛
皮
卜
L
巨
卜
二
＝
．
．
＝

－

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

ノ

ー

（
卜
）
　
に
友
部
設
立
巨
正
明
隼
右
記
念
し

て
新
潟
市
日
航
ビ
ル
ト
二
階
の
環
＝
本
海

経
済
研
究
所
会
議
室
に
て
第
八
回
定
時
総

会
を
開
催
し
玉
し
た
　
当
支
部
は
、
福
井
・

f
‖
・
圭
‥
・
長
野
・
折
潟
わ
行
県
で
構

．
1
－
　
－
．
　
　
　
い
1
－
　
－
．
　
　
　
●
こ
．
一
ヽ
■
ト
一
　
　
　
．
丁
－
・
J
ノ
　
、
ノ
．
L

成
さ
れ
、
．
隼
お
き
に
在
県
持
㍉
回
り
で

総
会
を
開
催
し
こ
、
E
十
　
今
回
の
総
奈

は
大
西
副
乞
部
長
　
（
折
洪
県
校
友
会
長
）

及
び
璧
川
耕
視
県
幹
車
長
に
ご
尽
力
を
臍

き
た
し
た
　
総
会
に
ほ
、
大
峠
極
友
余
余

長
及
び
酒
井
立
命
館
大
学
教
棺
を
お
迎
え

す
る
予
定
で
し
た
が
、
両
氏
は
急
な
ご
都

合
に
と
り
ご
臨
席
頂
け
な
か
っ
た
直
は
域

念
で
し
た
　
総
会
議
車
か
審
議
は
滞
り
な

く
′
日
夜
わ
れ
、
次
期
役
‥
〓
並
び
に
活
動
左

針
を
決
定
し
上
し
た
　
総
会
終
了
後
、
本

支
部
か
設
立
準
備
か
左
今
日
幸
二
e
＝
リ
ト
㌧
h

隼
問
か
永
き
に
わ
た
り
支
部
溝
動
に
ご
尽

力
さ
れ
支
し
た
柳
原
信
顧
問
に
、
友
部
発

展
直
ご
功
労
に
対
し
て
感
謝
状
し
二
記
念
品

を
お
贈
り
し
、
参
加
紆
余
高
石
拍
手
で
射

意
を
表
し
更
し
た

総
会
記
念
講
演
は
、
環
日
本
両
経
済
研

究
所
経
済
堂
流
部
直
佐
藤
尚
部
長
ヒ
り

「
東
北
ア
ジ
ア
直
視
伏
し
二
将
来
」
　
と
越
し

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
∵
友
部
総
余
に
準

を
添
え
て
頂
き
た
し
た
　
日
，
ン
丁
な
ど
ハ

車
宜
∵
∴
∵
　
㌧
〓
‥
∴
∵
り
．
．
二
．
、
∵
座
、
目

上
∴
∵
宣
十
十
．
－
．
打
い
、
∴
∴
・
圭
′
、
∵
．
・
工
‥
㌫
∵
二

・
二
卜
、
佃
∵
十
十
∴
∵
ニ
ー
・
▼
∴
∵
ふ
十
㌦
十
町

．・㌧、　＝　J　・

説
・
説
明
圭
い
十
本
宣
宅
予
二

夕
刊
．
ご
・
ん
、
′
言
場
右
〟
折
損
車
内
声
調

書
目
理
情
∴
移
し
、
緋
出
力
銘
消
し
∴
目
上

減
か
緋
軒
な
魚
招
理
を
囲
烏
、
大
変
和
や

か
竿
粟
し
二
、
十
り
穂
高
再
多
言
衰
親
圭

が
開
催
さ
し
、
与
り
J
た
」
ハ
一
J
h
忘
れ
て

一
・
I
へ
　
　
日
日
‖
＝
J
　
■
′
T
・
′
　
■
ノ

深
夜
長
芋
墾
祝
を
溌
姉
鼓
し
杢

翌
二
日
　
へ
＝
）
　
は
早
朝
か
、
上
、
鴻
訂

工
作
上
こ
し
し
・
、
柚
∴
力
∵
い
㍉
晶
高
宮

鳥
ハ
仕
上
こ
し
し
・
、
柚
∴
カ
ノ

言
動
ろ
二
亘
ニ
ー
福
島
出
は
　
上
州
訪
れ
、
鮒

1
ニ
投
捏
さ
し
こ
い
る
上
里
宣
ケ
り
ー
、
ノ

（
外
部
石
持
味
カ
メ
㍉
了
に
接
続
さ
し
ニ
、

．
・
I
八
一
　
し

ろ
〕
　
卜
二
こ
す
巧
い
ケ
ン
ウ
了
か
水
辺
で
ハ

様
十
、
飛
来
右
様
了
等
を
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
説

明
昔
）
　
直
真
鳥
汀
∵
手
．
命
鮒
大
学
匪
睾
紆

余
学
部
辛
一
」
で
り
咤
吊
り
篭
」
ハ
■
J
h
忘
れ

l

l

 

l

，

　

t

l

叉

　

■

’

′

J

－

1

－

　

　

■

　

　

　

　

l

t

て
説
明
を
守
汗
巨
し
た
　
福
鳥
勘
は
、
■

圭
．
メ
ー
ト
ル
∴
な
ろ
隼
を
持
∵
　
二
、

．

f
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ニ

′

て
予
了
上
目
省
予
、
最
高
出
が
肥
墨
ハ
‖
半

■
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一

　

l
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l

也
レ
六
滝
里
㌫
釣
り
E
L
た
　
参
加
首

同
誉
野
鳥
観
束
圭
二
号
狛
∵
自
然
観
容
ん
た

い
∴
満
喫
通
十
宕
言
上

I
当
言
下
証
言
皇
　
′
式
日
均
一
．
丁
．
．
卜
占
名
目

友
部
で
十
が
、
友
庇
活
動
直
モ
言
上
1
・
L
∴

J

 

l

　

　

ヽ

し
て
巧
野
前
文
部
長
が
里
え
・
い
∵
汗
ご
き
巨

二
　
「
　
＼
　
J
　
1
　
　
、
．
．
．
．

し
た
　
〔
人
か
和
と
輸
」
　
を
た
扁
了
了
方
言

－
上
、
云
＝
り
首
位
直
協
力
を
得
豆
、
友
証
活

動
を
今
後
し
了
h
継
続
的
に
か
∴
言
禦
平
に
根

閲
し
て
い
′
＼
所
存
で
ご
ざ
い
覧
十
　
な
お
、

平
成
仁
兄
牛
軌
に
は
第
巨
・
一
八
回
上
部
役
‥
〓

奈
を
加
圧
守
開
催
守
ろ
予
定
j
、
．
．
＝
ト
ー
＝

「
り
　
▼
」
．
　
．
わ
H
I
－
日
払

り
工
悠
一
∵
∴
∴
ノ
、
二
葉
句
し
　
粧
大
役
‥
〓
余

．

り

ト

′

′

－

－

■

し

，

－

．

．

．

J

で

一

・

　

　

′

　

　

Ⅰ

セ
斗
ろ
梢
日
宇
守
　
多
二
直
情
様
直
ご
芳

二
二
■
　
」
′
㌣
㌣
「

加
を
期
待
し
∵
㌫
㌃
　
－

今
後
と
右
掩
友
′
言
呟
持
付
校
立
命
鮪
工

学
直
美
斗
E
守
か
軽
扉
ボ
こ
　
祈
念
申
し
卜

げ
と
斗
し
正
二
㍉
　
引
続
き
北
陸
信
越
友
証

に
和
し
て
余
日
各
位
か
ご
友
接
－
；
ご
鞭
漣

を
お
願
い
守
る
次
第
で
ご
ざ
い
ー、

L
L
ト
．
●

京
抑
え
邸
だ
上
りも

叩
長
　
中
野
　
廣

（
昭
和
三
十
二
年
辛
）

平
成
十
八
隼
上
　
目
、
韓
国
第
二
山
都
右
、

左
邸
車
で
r
l
′
、
W

卜
∴
＝
リ
ー
－
－
ソ
′
∵
∵
ト
∴
∴
．

1
二
二
㌧
二
三
　
講
誼
と
セ
ミ
ナ
雷
有
依
頼

●

L

▼

＋
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．
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．

〓

㌧

／
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r

さ
れ
て
行
二
、
来
巨
h
し
た
　
当
＝
ハ
囲
、

木
芋
ハ
先
牛
与
が
新
聞
片
予
言
何
や
∴
藩

論
を
し
こ
い
ろ
両
で
、
∫
≠
、
　
】
、
ご

′
廿
由
一
∴
㌧
．
情
．
㌦

在
る
†
三
、
韓
国
で
日
本
直
慶
応
左
羊
二
勘

た
る
し
÷
‥
中
れ
∵
い
ろ
高
麗
人
草
転
学
、

学
長
選
隼
が
お
こ
な
わ
れ
、
直
選
∴
望
一
′
化

だ
前
学
長
が
．
沈
選
挙
で
早
∴
、
号
販
返
し

た
セ
い
■
∵
車
で
守
　
何
故
証
拠
喜
亮
∴
上

古
し
了
い
弓
し
二
　
任
期
四
半
直
問
工
学
再
立

上
改
情
守
ろ
だ
汗
∴
－
二
L
J
に
∴
守
、
日
本

円
1
∴
．
し
二
．
∴
〓
忙
H
J
・
∴
∵
再
′
√
∴
∴
牛
工
∵
二

・
－
∴
∵
∵
詳
血
∵
∵
丁
仁
王
∵
∵
∴
′
さ
、
㌧
∵
守

選
挙
圧
し
人
が
立
峠
伸
し
、
　
次
選
手
㌘

監
守
二
．
人
声
落
選
し
、
パ
パ
い
て
．
決
選

ご
！
．
．
仁
が
脱
藩
し
、
晶
縫
言
棒
仁
域
‥

た
一
．
人
直
中
か
、
㍉
理
車
上
王
告
吉
阜
空
し
∵

選
出
守
一
∵
セ
い
・
り
什
親
に
左
二
、
い
た
右

上
予
三
二
十
十
　
か
互
牛
〃
二
言
清
で
亘
、
巨
－
．
り
、

J
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二

．

．
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目
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宇
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望
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互
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で
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．
、
．
・
．
十
　
㌧
・
い
■
∵
－
ト
∵
■
、
∴
　
二
二
、
し
∵

人
間
丹
∵
　
現
状
で
損
‥
車
・
、
二
、
い
た
い

圭
考
え
∴
了
㌣
〃
守
十

万
、
立
命
館
汗
、
改
車
や
緋
た
左
課

題
∴
精
力
的
工
取
り
組
互
、
今
日
直
上
二

、

ト

ト

■

　

ド

・

．

　

I

　

一

、

十

二

．

」

り

一

．

、
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■

－

1

．

、

㌔
守
り
∵
∵
十
㌧
守
匪
工
吉
了
二
十
十
芦
と
は

い
監
守
　
仁
か
し
そ
再
問
、
軋
連
∴
代
わ

∴
∵
‥
左
い
轟
㌻
∴
悠
声
労
が
五
∵
∵
章
仁
山
辛

苦
㍗
翌
き
て
　
教
肯
改
隼
㍊
㍗
皇
‥
黒
卜
叫
げ
‥

川
手
十
わ
　
ー
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lこ組み立てられた‡幾体の全景0

れ
て
い
ろ
今
日
、
曲
折
が
あ
つ
た
と
し
て

L
拍
桂
一
し
っ
づ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お

り
よ
す
　
そ
の
応
接
川
と
し
て
極
左
会
が

存
在
す
る
も
の
と
思
い
至
す
し
、
微
々
た

る
む
の
で
寸
が
支
部
活
動
が
あ
る
も
の
と

思
い
吏
す
　
京
都
支
部
は
、
そ
の
上
・
1
な

意
味
で
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
圭
十

そ
こ
で
、
前
回
の
支
部
総
会
以
降
に
取

組
ん
で
き
ま
し
た
事
業
に
つ
い
て
簡
単
に

ご
紹
介
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
　
ま
ず

総
会
は
、
平
成
卜
L
隼
六
日
∵
「
八
日
に
京

都
ガ
ー
デ
ン
ハ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
次
の

よ
う
な
内
容
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
　
亜
支

部
会
則
に
示
す
目
的
に
そ
－
り
よ
う
留
意
し

て
活
動
す
る
．
∴
封
蔦
金
会
計
の
安
定
化
へ

着
意
を
も
㍗
　
灘
役
員
会
で
は
、
議
題
の

審
議
だ
け
で
な
く
勉
強
会
も
あ
わ
せ
て
お

こ
な
う
・
凍
抜
術
交
流
等
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
L
・
そ
し
て
総
会
後
は
、

六
波
羅
密
寺
住
職
の
川
崎
純
性
氏
よ
り

「
六
波
羅
密
寺
と
平
家
．
門
」
　
と
越
し
て

講
演
い
た
だ
き
よ
し
た

そ
の
後
は
、
役
員
会
を
二
．
回
開
催
し
、

見
学
会
山
「
行
を
．
回
お
こ
な
ら
て
い
よ

す
　
ま
ず
、
平
成
卜
L
隼
卜
．
月
十
日
掴

僻
で
は
、
総
会
に
関
す
る
反
省
余
と
、
テ夢

た
に
役
‥
L
l
奈
に
は
会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
L

参
加
い
た
だ
け
る
と
・
り
拡
大
役
目
会
と
す

る
こ
し
一
が
話
し
あ
わ
れ
よ
し
た
　
そ
し
て

勉
強
会
と
し
て
筆
昔
に
上
る
　
「
生
倖
　
（
皮

膚
）
　
に
か
か
わ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
直

の
取
組
み
」
　
に
つ
い
て
、
製
‖
冊
の
安
全
性

保
障
の
た
め
の
取
組
と
し
て
解
説
が
あ
り

吏
し
た
′
　
第
二
回
目
は
、
平
成
巨
八
隼
ノ

月
十
日
に
開
催
し
、
拡
大
役
目
余
の
あ
り

方
や
、
丁
場
見
学
、
機
械
、
ン
ス
テ
ム
学
科

関
係
の
紹
介
ビ
デ
オ
づ
ノ
＼
り
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
た
し
た
1
　
終
／
後
は
、
R

B
C
の
O
G
で
フ
リ
ー
7
寸
言
佑
け
亘
バ
り
日

代
か
ら
「
近
年
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
事
情
」
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
吏
し
た
　
第
三
回

目
は
平
成
上
代
隼
ト
㌧
‥
‖
？
．
日
に
開
催
し
、

次
回
の
総
会
に
そ
な
え
て
、
役
員
改
選
、

罷
業
内
容
、
講
演
の
演
者
、
そ
の
他
に
つ

い
て
打
ち
へ
‖
わ
せ
を
し
よ
し
た
し
終
了
後
、

独
立
行
政
法
人
雇
用
能
力
開
発
機
構
山
南

達
雄
氏
か
ら
　
「
仕
事
卜
で
の
維
感
」
　
し
」
越

し
て
、
今
日
、
特
に
重
要
な
人
間
力
づ
ノ
＼

り
に
関
す
る
事
噂
に
つ
い
て
講
和
を
い
た

だ
き
圭
し
た
ー

最
後
に
上
場
組
学
に
関
し
て
で
す
が
、

会
‥
目
し
一
受
入
企
業
、
両
者
に
し
ろ
て
得
る

も
の
が
あ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
訪
問
の

方
法
が
あ
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
た
め
、

靴
卜
L
場
を
事
例
と
し
て
「
行
見
学
を
お

こ
な
い
美
し
た

兵
庫
史
郎
だ
よ
り

え
部
長
　
菊
池
　
俊
郎

（
昭
和
四
十
牛
革
）

機
友
余
兵
庫
友
部
は
、
平
成
六
隼
．
▲
．
月

ニ
L
日
に
設
立
さ
れ
、
本
牛
で
－
．
折
目

を
迎
え
吏
し
た

前
支
部
長
山
岡
付
司
朗
氏
か
後
任
L
r
し

て
札
が
平
成
∴
へ
隼
六
＝
．
．
〕
日
か
ら
支

部
長
を
務
め
て
お
り
≡
巨
　
拒
い
力
在
が
、
り

兵
庫
友
部
両
党
屁
と
機
友
余
本
部
直
奄
賊

に
尽
く
す
よ
う
に
頑
張
り
た
い
し
由
心
い
王

寸
　
レ
三
了
か
極
友
余
の
情
様
、
よ
ろ
し
′
＼

お
顧
い
申
し
上
げ
よ
す

兵
庫
友
部
設
立
．
り
周
隼
を
記
念
し
て
、

第
六
回
総
会
な
ら
び
に
懇
親
余
を
平
成
．

L
へ
牢
六
＝
．
㍉
－
日
、
ホ
テ
ル
サ
ー
タ
ラ
神

．
日
で
開
催
し
た
し
た
　
当
日
は
、
来
賓
し
蜘

し
て
機
友
余
会
長
山
大
庫
典
雅
氏
、
機
友

余
庶
務
幹
車
か
酒
持
運
雅
代
、
機
友
奈
会

詔
監
在
か
、
小
野
健
．
．
氏
を
お
招
き
し
こ
、

こ
掩
指
を
醸
亘
主
し
た
　
吏
た
、
立
命
館

人
芋
よ
り
応
接
用
を
招
い
て
、
校
歌
や
応

援
歌
を
聞
く
こ
し
一
が
で
き
た
し
た
　
そ
直

後
、
懇
親
会
に
移
り
和
気
あ
い
あ
い
直
中

で
奈
‥
日
和
圧
力
懇
親
を
搾
れ
得
た
存
意
義

、
L
一
＝
で
し
た

■

平
成
．
八
牛
六
月
．
八
＝
、
第
L
回
友

部
総
会
な
ら
び
に
懇
親
余
が
本
牛
二
日
に

海
港
し
た
神
■
〓
空
港
近
く
の
ホ
ー
ト
ヒ
ア

ホ
テ
ル
で
行
元
わ
れ
た
し
た
　
当
日
と
、

来
暦
吏
し
て
、
機
友
余
奈
良
両
人
種
典
雄

代
、
機
友
奈
庶
務
幹
率
直
酒
井
達
雄
代
を

お
招
き
し
て
、
ご
挨
拶
を
賜
り
た
し
た

大
麻
奈
良
し
こ
酒
井
先
牛
よ
り
、
機
友
余
し
叫

立
命
館
大
学
山
現
状
を
拝
聴
し
て
、
才
麦

の
発
根
を
婿
し
く
思
い
た
し
た
　
引
き
続

い
て
懇
親
会
に
移
り
、
吉
見
副
支
部
長
の

計
ら
い
で
牛
京
∵
ン
ヤ
ズ
演
奏
会
が
有
り
、

楽
し
い
ひ
セ
時
を
過
し
表
し
た
　
美
た
、

立
命
館
木
羊
ヒ
り
応
接
用
を
招
い
て
、
壱

一
　
．
．
－
　
■
叫
ト
イ
ト
ト
J
′
．
ト
r
J
 
l
L
　
∵
　
　
　
上
T
I

歌
や
応
援
歌
を
聞
′
＼
こ
と
が
で
き
表
し
た

閉
会
後
、
出
席
宵
山
1
部
山
万
亘
神
．
〓
空

港
の
見
学
に
行
か
れ
ま
し
た
　
当
1
は
、

快
晴
で
新
空
港
し
元
日
種
山
六
甲
か
山
並
み

が
絹
鹿
に
映
え
、
素
晴
ら
し
い
景
色
で
し

た

兵
車
友
部
は
、
∴
隼
に
一
回
の
総
会
石

他
に
役
員
会
の
開
催
や
立
命
鮒
入
学
仝
同

位
友
余
、
兵
庫
友
部
校
友
会
な
ど
へ
直
参

加
を
積
極
的
に
行
か
言
∵
て
、
E
十

校
友
余
右
皆
様
、
今
後
と
ヰ
い
二
友
接
を

賜
り
支
斗
よ
う
お
願
い
致
し
E
P

■
　
　
　
　
　
　
．
　
」
．
．
■
　
r
n
」
－
‥
ヽ
　
■
　
1
ノ
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
－

理
工
学
部
だ
よ
り

軽
量
航
空
塊
の
聞
落
に
取
り
組
む

本
学
概
械
糸
の
学
生
達

打
た
れ
持
、
ウ
ル
ト
ラ
う
で
ト
ソ
レ
ー

、
ノ
　
（
≡
」
）
〕
　
竺
岬
ば
れ
ろ
．
人
重
り
直
中

里
ソ
日
へ
ラ
極
小
開
催
に
取
り
組
ん
で
い

，　　　　　▼

た
い
ー

二
両
閲
登
ソ
〓
ジ
■
∴
ク
ト
は
機
械
仁
学

科
酒
井
研
究
東
■
里
芋
牛．
．
▲
■
、
院
牛
が
中
心
と

な
り
．
日
々
設
計
・
製
作
に
取
り
組
ん
で

い
真
弓
l
　
　
二
か
つ
＝
㍉
ン
誉
ケ
ト
が
ス
ヤ
ー

卜
し
た
時
、
軋
た
ち
は
比
日
、
飛
行
機
か
設

計
・
製
作
に
つ
い
て
は
壷
人
同
然
で
し
た

し
か
し
、
正
課
直
接
業
で
学
ん
だ
材
料
力

学
や
流
体
力
学
な
い
ふ
知
識
を
犠
礎
し
射
し

て
、
飛
行
機
両
開
発
に
必
要
な
航
空
1
二
学

令
般
に
り
い
て
週
．
度
直
ゼ
、
、
、
し
一
特
殊
講

義
で
勉
強
す
る
た
つ
に
し
、
翠
・
楳
舵
・

ユ
ン
ジ
、
て
計
器
む
定
ナ
〃
チ
ー
ム
を
組
み
、

fL　　－

で
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そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
毎
の
担
当
分
野
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
中
で
試
作
機
の
設

計
・
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
パ
　
現
在
は
試

作
機
の
走
行
試
験
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
し
て
、
払
た
ち
が
現
在
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ろ
≡
竃
は
、
海
外
で

は
既
に
ポ
ヒ
ユ
ラ
ー
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
組
立
て
キ
ッ
ト
を
日
本
に
輸
入
し
て
飛

行
を
楽
し
ん
で
い
る
万
も
い
ま
す
t
 
L
カ

し
、
そ
の
よ
う
な
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
用

途
だ
け
で
は
な
ノ
＼
　
災
害
救
援
に
も
使
用

可
能
で
あ
る
⊆
L
P
の
開
発
行
う
こ
と
が

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
■
し
　
払
た

ち
は
、
将
来
の
事
業
化
も
視
野
に
入
れ
て

活
動
を
進
め
、
山
　
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

に
ま
と
め
ま
し
た
叩
　
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
　
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
八
尾
　
学
生

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
モ
ノ

づ
く
り
以
外
で
の
成
果
も
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
し
た
十
＝

U
〓
）
　
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
適
し

て
、
私
た
ち
は
実
際
の
設
計
や
製
作
な
ど

の
モ
ノ
づ
く
り
の
難
し
さ
や
、
そ
の
や
り

が
い
、
ま
た
作
る
だ
け
で
は
な
く
そ
の
技

術
を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
重
要
さ
を
学

び
よ
し
た
い

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

本
学
機
械
工
学
科
の
先
生
方
を
は
じ
め
と

し
て
、
他
大
学
の
先
生
方
や
企
業
の
方
々

に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
様
々
な

垣
根
を
越
え
て
多
く
の
有
識
者
の
方
々
か

、
．
り
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ソ
ま
た
、

昨
年
度
は
　
「
機
友
会
自
主
活
動
奨
励
金
」

を
い
た
だ
く
と
い
う
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
l
　
皆
様
の
多
人
な
る
ご
支
援
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
と
叛
に
、
日
的
直

達
成
に
向
け
て
更
な
る
活
動
を
進
姉
て
意

い
り
吏
す

理
工
学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
今
昔

山
植
　
筆

卒
業
生
同
窓
の
皆
様
方
に
お
か
れ
吏
し

て
は
ご
健
勝
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
卜
げ
ま
す
P
．
さ
て
工
作
セ
、
／
ヤ
う
ー
今
首

と
越
し
圭
し
た
が
、
私
自
身
B
不
（
一
移
転

前
数
年
の
機
械
実
習
L
場
を
知
る
だ
け
で
、

そ
れ
以
前
の
工
場
に
つ
い
て
は
；
押
し
学

部
の
あ
ゆ
み
．
．
な
ど
冊
子
掲
厳
の
写
頁
な

ど
で
先
輩
諸
氏
よ
り
お
聞
き
す
る
だ
け
の

も
の
で
す
．
り
　
現
工
作
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

は
、
1
回
生
機
械
t
学
概
論
の
エ
ン
ジ
ン

組
立
て
演
習
で
使
用
す
る
M
〓
ゾ
二
〇
六
A

車
と
併
設
し
て
、
昭
和
初
期
に
使
川
さ
れ

て
い
た
；
段
解
式
旋
盤
三
を
展
示
し
て
い
ま

す
　
木
造
校
舎
天
井
に
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ

卜
が
通
り
複
数
台
の
「
作
機
械
の
動
力
源

で
あ
っ
た
当
時
の
モ
ー
ト
ル
が
井
常
に
高

価
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま

す
、
そ
の
後
1
日
ケ
館
南
（
現
‥
桟
心
館
）
、
J

片
館
（
税
‥
洋
洋
館
て
一
施
設
設
備
は
移
動
し

支
す
が
、
機
械
王
学
科
付
鳩
の
機
械
実
習

1
二
場
は
専
ら
実
習
教
育
を
行
な
う
場
で
あ

り
よ
し
た
ノ
B
芥
C
へ
移
転
、
早
1
∩
隼
が

過
ぎ
ま
し
た
㌧
　
キ
ヤ
ン
ハ
ス
移
転
を
機
に

名
称
も
；
工
作
セ
ン
タ
ー
；
と
改
め
、
機
械

に
学
科
だ
け
で
な
く
広
く
理
t
学
部
の
教

学
に
使
川
で
き
る
よ
う
施
設
設
備
の
有
効

利
用
が
図
ら
れ
圭
し
た
に
　
移
転
時
に
は
、

院
生
数
の
急
増
と
相
乗
し
て
新
た
な
研
究

テ
ー
マ
に
対
応
す
る
実
験
装
置
・
試
料
の

製
作
な
ど
で
卒
研
生
・
院
生
が
‖
ら
工
作

機
械
を
操
作
し
て
製
作
す
る
オ
一
フ
ン
利

鞘
、
少
し
高
度
で
工
作
セ
ン
タ
ー
技
術
職

員
に
依
頼
す
る
依
相
加
t
と
も
に
t
作
セ

ン
ヶ
ー
の
利
用
が
急
増
し
表
し
た
‥
機
械

上
作
実
習
教
育
で
け
、
．
若
牢
に
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
、
‘
更
牢
に
は
マ
イ
ク
ロ
機

械
シ
ス
テ
ム
L
学
科
が
開
設
さ
れ
、
現
在

機
械
系
3
学
科
2
6
0
名
の
学
生
が
受
講

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
り
　
実
習
設
備

で
は
、
衣
笠
で
行
わ
れ
て
い
た
鋳
造
・
鍛

造
が
無
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い
か
ぎ
り
で

す
が
、
現
代
的
課
題
と
し
て
N
C
加
工
を

大
き
く
取
り
入
れ
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
・
タ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ワ
イ
ヤ
ー

放
電
加
t
機
な
ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す

C
A
D
C
A
M
実
習
で
は
情
報
処
理
演
習
室

を
利
用
し
て
u
l
）
C
A
D
か
ら
の
N
C
加
「

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
‘

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
依
頼
加
L
に
お
い
て

ま
、
電
予
シ
ス
テ
ム
系
、
応
用
化
学
系
、

環
境
都
市
系
、
物
理
科
学
、
さ
ら
に
情
報

学
部
よ
り
の
加
上
依
縛
も
舞
い
込
み
　
】
芸

件
＼
年
と
い
っ
た
睨
模
と
な
っ
て
い
圭
す

オ
ー
プ
ン
利
用
に
お
い
て
は
、
り
T
n
∵
‖
＝
目

性
＼
年
を
越
え
、
研
究
活
動
で
の
利
用
は
勿

論
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
会
、
内
燃
機
関

研
究
会
　
（
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
）
、
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
（
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
）
、

飛
行
機
研
究
会
　
へ
鳥
人
間
）
　
の
理
「
系
4

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
団
体
の
学
部
牛
諸
君
が
非

常
に
活
発
に
工
作
セ
ン
万
′
1
1
を
利
用
す
る

状
況
と
な
っ
て
い
よ
す

最
後
に
な
り
吏
し
た
が
、
時
代
と
持
こ

「
作
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
変
遷
し
て
い
き

よ
す
が
、
理
工
系
離
れ
、
技
術
者
不
足
な

ど
叫
ば
れ
る
中
、
科
学
と
技
術
を
隔
て
る

こ
と
な
く
；
科
学
技
術
立
国
三
を
背
負
っ
て

立
つ
学
牛
を
育
む
三
も
山
づ
く
り
；
教
学
へ

の
ご
支
援
を
、
機
友
会
日
日
皆
様
ト
蒜
今
後

と
も
変
わ
ら
ず
賜
わ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
r
吏
す

i

事
務
局
だ
よ
り

機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
も
、
平
成
L
隼
十
I

H
．
一
十
六
日
の
創
刊
以
来
、
隼
に
」
回
の

ヘ
ー
ス
で
今
回
第
十
㌦
‖
け
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
ハ
　
各
支
部
関
係
骨
や
会

員
石
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な

原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
吏
し
た
く
　
今
後
L
r
h
、
上
り

良
い
紙
面
を
目
指
し
て
、
努
力
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
の
で
、
幅
広
く
ご
支
接
賜
り
美

す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
1
■

げ
吏
サ
ト
　
最
後
に
な
り
圭
し
た
が
、
会
F
l
と
l

各
位
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
清
祥
を
お
祈

り
申
し
上
げ
圭
す


